日本化学工業協会LRI（長期自主研究）第6期に向けた
提案依頼書 ／ Request for Proposal (RfP)
（研究テーマ）　
（５）微小粒子（マイクロプラスチック等）に吸着した化学物質の環境生物へのばく露
またはリスクの評価
（背景）
　微小なプラスチック粒子であるマイクロプラスチックは、環境中で頻繁に認められるようになり、その濃度レベルも増加してきている。これが海洋および沿岸の生物と生態系に直接影響し，潜在的には人間の健康への影響も懸念されるとして、その発生抑制対策が世界的な課題として注視されてきている。例えば、欧米諸国では、微小なサイズで製造・成型された粒子（一次マイクロプラスチック）の環境中への流入防止の観点から、パーソナルケア製品でのマイクロビーズの使用を禁止する規制の導入が加速化している。この他、大型のプラスチックから生成する粒子（二次マイクロプラスチック）の削減を目的としたグローバルな規模での対策の実施も提唱されている（G7サミット、UNEP、APECなど）。

　環境中に排出されたプラスチック類は漂流中に化学的な分解や、物理的な衝撃等により細かく切断され「数ミリメーター以下の粒子（マイクロプラスチック）」が生成するとの報告がある。このような環境中のマイクロプラスチック（より小さなサイズ及び実環境中の劣化物）が生物へ及ぼす影響として、①生物個体への直接的影響や、②吸着した化学物質による生物個体および生態系全体への間接的影響、が挙げられる。
　例えば、プラスチックがマイクロ化することにより表面積が大きくなることで、疎水性の化学物質が吸着しやすくなることが想定される。このため、環境中の生物に捕食された後、体内への蓄積が促進されたり、食物連鎖上でより高位の生物に、より高い濃度で化学物質が蓄積されたりするのではないかと懸念されている。一方で、このような蓄積は、マイクロプラスチックを介さなくとも起こっており、マイクロプラスチックの寄与が相対的にどの程度であるかを把握することは重要と考えられる。　

　なお、環境中のマイクロプラスチックの挙動には未解明の要因がいくつか存在するため、適切にデザインされた実験によってこれらの要因についての情報（パラメータ）を解析する必要がある。さらに、これらの結果を用いた理論的なシミュレーションなどにより総合的に評価することで、影響の程度が推測できると期待する。　
（研究範囲）
既存のマイクロプラスチックの組成、物理化学的性状に関する情報に基づき、環境中のマイクロプラスチックによる影響の程度を明確に把握するための以下のいずれかの研究。これらの研究は、実際の環境中で「マイクロプラスチックを介さない場合の影響の程度」と比較できるような研究とする。
1) マイクロプラスチックの生物個体および生態系全体への間接的影響
　・物理化学特性に関する要因
　　（分配平衡定数、脱着/吸着速度、など）
　・生物に関する要因
　　（摂取量/速度、消化管内から生物体内への吸収）
2) 食物連鎖を経由した生物蓄積のモデルによるマイクロプラスチックによる促進効果の解析
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